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「数理・データサイエンス・AI ／リテラシーレベル」に対応した新しいテキストが登場！ 

『ファーストステップ AI・データサイエンスの基礎』 
発行 

 

インプレスグループで理工学分野の専門書出版事業を手掛ける株式会社近代科学社は、2024年9月13日に、『ファ

ーストステップ AI・データサイエンスの基礎』（著者：浅井 宗海・譚 奕飛・山口 誠一・浅井 拓海）を発行いたします。 
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●内容紹介 

ファーストステップシリーズは、コンピュータを初めて本格的に学ぶ大学生・高専生を対象にしたものです。

シリーズの中で、本書は、政府の「AI 戦略 2019」によって、すべての大学・高専生が習得すべき「数理・デ

ータサイエンス・AI ／リテラシーレベル」として策定されたモデルカリキュラム（2024 年２月改訂）に準拠

した内容のテキストです。特に、コンピュータに関する学習をこれから始める文系学部の学生の皆さんにとっ

ても、分かりやすく学んでいただけるように配慮しました。 

 本書ではAI やデータサイエンスの知識や仕組みについて、事例や図解を使って具体的に説明しています。

また、それらがどのように使われ、どんな有効性があるのか、反面、どんな問題があるのかについても示しま

した。AI・データサイエンスを一から学ぶためにこの上ない一冊です。 
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【株式会社 近代科学社】 https://www.kindaikagaku.co.jp 

株式会社近代科学社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：大塚浩昭）は、1959年創立。 

数学・数理科学・情報科学・情報工学を基軸とする学術専門書や、理工学系の大学向け教科書等、理工学専門分野

を広くカバーする出版事業を展開しています。自然科学の基礎的な知識に留まらず、その高度な活用が要求される

現代のニーズに応えるべく、古典から最新の学際分野まで幅広く扱っています。また、主要学会・協会や著名研究機

関と連携し、世界標準となる学問レベルを追求しています。 

 

【インプレスグループ】https://www.impressholdings.com 

株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：松本大輔、証券コード：東証 1

部9479）を持株会社とするメディアグループ。 

「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「航空・鉄道」「モバイルサービス」「学術・理工学」を主要テーマに

専門性の高いメディア&サービスおよびソリューション事業を展開しています。さらに、コンテンツビジネス

のプラットフォーム開発・運営も手がけています。 
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